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ごま意 


2 3 4 己 


このユーザーズガイドは、が要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 使用上のご注意 〜化ずお読み<ださい〜 

Express サーバを安全に正しくご巧用になるために'必要な情報が記載されています。 


安をにかかわる表巧について 


Express 5800シリーズを安全にお使いいただくためじ、このユーザーズガイドの指示に従つ 
て操作してください。 

この ユーザーズ ガイドには本装置のどこが危険か、どのような危険に遭うか、どうすれば危 
険を避けられるかなどについて説明されています。また、本装置内で危陵が想定される箇所 
またはその付近には警告ラベルが目占り付け6れています。 

ユーザーズガイドおよび警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と r を意」と 
いう用語を使用していまず。それぞれの用語は次のような意巧を持つわのとしてを義されて 
いまず。 


人が死亡する、または重傷を負5おそれびあることを示しまず。 


た :ち一义傷やけがなどを負うおそれや物の損害を負5おそれびあることを示しま 


危険に対するを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして定義されています。 


A 

ミち意の喚起 

この記号は、危険が発生ずるおそれがあるこ 
とを表しまず。記号の中の絵表示は危険の内 
容を國案化したちのでず。 

(例）八 

(感電ま意） 

0 

行為の禁止 

この記号は巧為の禁止を表します。記号の中 

(娜佩 


やおくの絵表示は、してはならない巧為の内 

の 


容を國案化したちのでず。 

(分解禁止） 


行為の強制 

この記号は巧為の強制を表しまず。記号の中 

(例） ♦ 

皇 


の絵表示は.しなければな6ない行為の内容 

を 

W 


を國案化したものでず。危険を避けるために 

(プラグをあけ） 



はこの行為が必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例) 


注 

意を促ず記号 を険に対 1 

) ■るを意の内容危険の程度を表ず用語 

1 



八ミ主意 

k 

KA 

指定むがのコ 

電源は指をさ 
1電源を使うと 

ンセントに差し込まない 

れた電圧、電源の壁がきコンセントをお使いください。指定外の 
义楽や漏電の原因となります。 




































本書および警告ラベルで使用する記号とその内容 


を意の巧起 


A 

感電のおそれがあることを示しま 
ず。 

瓜 

党煙または凳义のおそれがあるこ 
とを示しまず。 

A 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示しまず。 

A 

攝発または破裂のおそれのあるこ 
とを示しまず。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがあ 
ることを示しまず。 


けがをずるおそれがあることを示 
しまず。 


指がはさまれてけびをずるおそれ 
があることを示しまず。 

A 

特定しない一般的なま意*警告を 
巧しボず。 


巧為の禁止 




本装置を分解-修理-改造しない 
でください。感電や义災のおそれ 
がありまず。 

(S) 

指定された場所には触5ないでく 
ださい。感電や火傷などの傷害の 
おそれがありまず。 

( 

§) 

めれた手で触6ないでください。 
感電ずるおそれびありまず。 

® 

义気に近づけないでください。発 
义ずるおそれがありまず。 


8> 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめ5ずと感電 
や凳义のおそれがありまず。 

0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


巧為の苗制 


を 

本装置の電源プラグをコンセント 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為 

か6巧いてくだをい。义災や感電 

を指示しまず。説明に従った操作 

のおそれがありまず。 

をして < ださい。 


ち分けされた部分についての取り巧い注意 


Express サーバの電源を ON じしたままの状態で内蔵オプションの取り付け/取り外しができ 
る部分を緑色で色分けしていまず。電源> 八ードディスクドライブ、メモリボード等は冗長 
構成とすることで、電源を ON にしたままの取りがけ/取りかしが可能となります。緑色の部 
分じ(外への内蔵オプションの取りがけ/取り外しは、あず本装置の電源を OFF じし、すべて 
の電源コードをコンセントか6おいてか6巧ってください。 


iv 


























まを上のご注意 


Express サーバを安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理 
解し、安をにご活用ください。記号の説明じついては巻頭の『安全にかかわる表示じついて J 
の説明を参照して < ださい。 

全般的なま意事項 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 


本装置は、医療機器-原子力設備节機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備节機器および高度な信頼性を必要とずる設備作機器などへの組 
み込み作これ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても当社はいかなる責任も負いかねまず。 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 


で一、煙、 異臭、異音などが生じた場含は、ただちに POWER スイッチを OFF に 
して電源プラグをコンセントからあいてください。ぞの後、お買い求めの販売巧 
または保守サービス会社にご連絡ください。そのまま使用すると义楽の原因とな 
りまず。 

A 

1針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライプ、 CD - ROM ドライブのずきまから金属片や 

1 針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。 


指定むがの場所で使用しない 

0 

本装圏ま EIA 規格に適合した Express サーバ用の19インチラックに取り付けて使 
用しまず。本装置を取りがけるラックを設置環境に適していない場所には設置し 
ないでください。 


本装置皆ラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼずばかりで 
なく、义夕作ラックの転倒じよるけがなどをするおぞれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添かのマニュアルを参照する 
か、保守サービス会社にお問い合わせください。 


規格 1 U 列のラックで使用しない 

Q 

本装圖ま EIA 規格に適合した Express サーバ用のラックに取りかけて使用しまず。 

EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けず 
じ使用したりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けが 
节周囲の破損の原因となることがあります。 Express サーバで使用できるラック 
じついては保守サービス会社にお問い合わせ<ださい。 


使用上のごま意 


V 














A ミち意 

A \ 1 

1 海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置でず。海外では使用できません。この装置を海外 

1で使用すると义災や感電の原因となりまず。 

本装置内にかや異物を入れない 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义 
楽や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF 
じして、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店また 
は保守サービス会社じご速絡ください。 

A A 
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ラックの設置-取り扱いに関する注意事項 


A ま意 


瓜 


0 

&i 
&| 
&| 
&| 


定格電源を超える配線をしない 

やけど皆义災、本装置の損傷を防止ずるためにラックに電源を供給ずる電源分岐 
回路のを格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置节配線に関して 
は、管轄の電力舎社にお問い含わせください。 

一人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は二人 W 上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック （44 U ラックなど)はスクビライザ 
など(こよって固をされていないときは不安定な状態にあります。かならず二人 W 
上でラックを支えなが6搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

ラックおよび取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスタビライザを 
取り付けるか、複数台のラックを速結して荷重を分散してください。ラックが倒 
れてけがをずるおそれがあります。 

一人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドアやトレーなどの部おは2人 W 上で取りがけてください。部品を落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックから本装置を引き化す際は、必ずラックを安をさせた状態(スクビライザ 
の設置节耐震工事など)で引き化してください。 

複数台の本装置をラックか6引さ出した状態にしない 

複数台のデソ'{イスをラックか6引き化ずとラックが倒れるおそれがあります。本 
装置は一度に1台ずつ引き化してください。 


使用上のごま意 


VII 











電源-電源コードに関ずるを意事項 



，ホム巧 



A 

1めれた手で電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電ずるおぞれがありま 

1す。 


A ミち意 


AA 


指定むがのコンセントに差し込まない 

指定された電圧で指定のコンセントをお使いください。指を！: U 外で使うと义災や 
漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが必要となるような塌所[こは設置しないでください。本装置の 
電源仕様に含っていないコードに接続ずると、コードが過熱して义がの原因とな 
U まず。 


A 


I たこ足配線にしない 

コンセントにを格と_/上の電流が流れることによって、過熱して义楽の原因となる 
おそれがあ y まず。 


^\A\ 


中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端じ差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定 W がの電源コードを使わない 

本装置に添付されている電源 コー ド W 外の コー ドを使わないでください。電源 
コードじを格 W 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがありまず。 


^\A\ 


また、電源コードの破損じよる感電や义災を防止ずるために次のような行為を行 
わないでください。 


コード部分を引っ張6ない。 
電源コードをおり曲げない。 
電源コードをねじらない。 

電源コードを束ねたまま使わない。 


電源コードをはさまない。 

電源コードに薬品類をかけない。 

電源コードにものを載せない。 

電源コードを改造-化工-修復しない。 


電源コードをステープラ等で固をしない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはずぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売なまたは保 
守サービス会社にご連絡ください。） 


^\ A \ 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その 
安全性が確話されているものです。決して化の装置や用遠に使用しないでくださ 
い。义楽作感電の原因となるおそれがありまず。 


VIII 























設置-移動-保管-接続に関ずるを意事項 


A ミち意 


AA 


A 






^\A\ 




A0 


カバーをがしたまま取り付けない 

本装置のカパー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。本装置 
内部の冷却効果を低下きせ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って 
义榮や感電の原因となることがありまず。 

指定むがの場所に設置しない 

本装置を次に示すような攝所や本書で指をしている場所と^(外に置かないでくださ 
し^。义楽の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりの多い場戸斤。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安をな攝所。 

指を挟まない 

ラックへの取り付け-取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな 
いよう十分ま意してください。 

リリースレパーを指で巧さない 

ラックへの取り付け-取り外しの際に本装置はいったん□ックされた状態になり 
まず。□ックされた状態を解除するためのリリースレバーが本装置の両側にあり 
ますが、このレパーはドライパなどの工具を使って押してください。指で押ずと 
けがをするおそれがあります。 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

ホ、ソトスワップ可能なデパイスを除き、インクフェースケーブルの取り付け/取り 
外しは電源コードをコンセントから抜いて巧ってくだきい。たとえ電源を OFF (こし 
ても電源コードを接続したままケーブルやコネクタじ触ると感電したり、ショート 
じよる义災を起こしたりずることがあります。 

指定むがのインタフ王ースケープルを使用しない 

インタフェースケープルは、 NEC が指定ずるものを使用し、接続する本装置节コネ 
クタを確認した上で接続してください。指を W 外のケーブルを使用したり、接続先 
を誤ったりずると、ショートにより义災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り撒いや接続じついて次のミ主意をお守りくださ 
し''。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使巧しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 


腐食性ガスの存在ずる環境で使用または保管しない 


オゾンなど） 


腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、 

のををする環境に設置し、使用しないでください。 

また、ほこりや空気中(こ腐食を促進する成分(福化ナトリゥムザ>硫黄など)や導電性 
の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。本装置巧部のプリント 
板が腐食し、故障および発煙-発义の原因となるおそれがありまず。もしご使用の 
環境で上記の疑いがある場合は、販売店または保守サービス会社にご相識くださ 
い。 


使用上のごま意 


ix 






















A ミち意 



1 二人！; TF で持ち上げない 

本装置の質量は最大で 47 kg あります。二人 W 下で運ぶと腰を痛めるおそれがあり 
まず。本装置は兰人 W 上で底面をしっかりと持って運んでください。また、フ〇 

1ントべゼルを取り外した状態にしてから持ち運んでください。 


X 









お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関ずるを意事項 




1 自分で分解-修理*改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理-改造を巧ったりし 
ないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や义雖の危 

1 険がありまず。 

® 

A® 

1巳 D - ROM ドライプの内部をのぞかない 

CD - ROM ドライブはレーザーを使用しています。電源が ON になっているときに 
内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー光 

1 が目に入ると失明するおそれがありまず（レーザー光は目に見えません)。 


リチウムバッテリやニッケル水素バッテ U を取り外さない 

A A 

本装置内部にはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリが取り付け6れていま 
す（オプションデバイスの中にはリチウムパッテリやニッケル水素バッテリを措 
載したものもありまず）。バッテリを取り外さないでください。リチウムバッテ 
リ节ニッケル水素パ、ソテリは义をおづけたり、水に浸けたりずると爆発ずるおそ 
れがありまず。 

また、パ、ソテリの寿命で本装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解- 
を換などをせず (こお買い求めの號売店または保守サービス会社に連絡して < ださい。 

(g)® 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

A\ 

お手人れや本装置内蔵用オプション(ホ、ソトスワップ巧能なデパイスを除く）の取 
り付け/取り外し、本装置内ケーブルの取り付け/取リ外しは、本装置の電源を 
OFF じして、電源プラグをコンセントか6ずべて抜いて行ってください。たとえ 
電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま本装置内の部おに触ると感電す 
るおぞれがありまず。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた巧でほこりやゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义楽の原因とな 
るおそれがありまず。 

を 


/ M ま意 


A 


A 


^\A\ 


A 


巧温まぉ 

本装置の電源を OFR こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライプなどをはじ 
め本装置内の部品が高温になっていまず。十分に冷めたことを植認してから取り 
付け/取り外しを行ってください。 

中途半端に取り付けない 

電源ケープルやインタフェースケーブル、ボード、内蔵オプションなどは確実に 
取り付けてください。中途半端じ取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の 
原因となるおそれがありまず。 

コネクタカパーを取り付けずに使用しない 

内蔵デバイスと接続していない電源ケープルのコネククにはコネクタカバーが取 
り付けられています。使用しないコネクタじはコネククカバーを取り付けてくだ 
さい。コネククカパーを取り付けずに使用すると、コネク女が内部の部□ちに接触 
して义烫节感電の原因となりまず。 

感電ま意 

本装置の PCI ス□ットと冷却ファン、八ードディスクドライブ、メモリボード、 
電源ユニット （3 台措載時のみ)はホ、ソトスワップに対応しています。通電中に部 
思のを換をずる隙は、内部の部品の端子部分などじ触れて感電しないよう十分ま 
意してください。 


使用上のごま意 
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運用中のま意事項 


A ミち意 


k \ 心 

處 


雷が鳴った5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントからずベて抜いてください。ま 
た電源プラグをあく前に、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて本装置には触 
れないでください。义災や感電の原因となります。 


I ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が本装置内 
部に入って义災や感電の原因となります。 

I 本装置の上にものを載せない 

本装置の上にものを載せないでください。本装置が倒れて周辺の家財に損害を与 
えるおそれがあります。 


I 近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

I 本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてくだ 
^ I さい。電波による誤動作の原因となります。 


I 自分でフアンを巧り列さない 

(〇 I ファンの交換は保守サービス含社に化頼してください。動作しているファンを外 
I すと指を狭んでけがをするおそれがありまず。 
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告ラベルについて 


Express サーバ内の危険性を秘める部品やその周2には警告ラベルが目より付け6れていま 
す。これは Express サーバを操作する際、考え6れる危険性を常にお客様に意識していただ 
くためのものです（ラベルをはがしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼 
り付けられていない> はがれかかっている、ミちれているなどして判読できないときは販売店 
じご連絡ください。 



使用上のごま意 
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取り扱い上のご注意 


〜本装置を正しく動作させるために〜 


Express サーバを正しく動作させるためじ次に示ずを意事項をお守りください。これらのを 
意を無視した取り扱いをすると Express サーバの誤動作や故障の原因となります。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置して<ださい。詳しくは104ページを参照してく 
ださい。 

• 本装置専用の保守巧パーティションが OS か6見える場合がありまずが、この保守用パー 
ティションを削除しないでください。 

• ホットスワップ可能なデバイスを除き、周辺装置へのケーブルの接続/取リクトしは本装置 
の電源が OFF になっていることを確認し、電源コードをコンセントから外した後に斤っ 
て < ださい。 

• 電源の OFF や CD - ROM 、 フ□、ソピーディスク(オプション)の取り化しは、本装置のアク 
セスランプが消好しているのを確認してから行ってください。 

• 本装置の電源コードをコンセントに接続した後、30秒闇は本装置の電源を ON にしないで 
ください。 

• 本装置の電源を一度 OFF にした後、再び ON にするときは30秒]; J 上経過してから行ってく 
ださい。 

• 本装置の電源 ON 後、ディスプレイ装置の画励こ 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文 
字が表示されるまでは電源を OFF にしないでください。装置の構成じよって異なります 
が □ ゴ表示まで1 一5分程度かかる場合があります。 

• 本装置を移動したり、清掃したりする前に電源を OFF にして，電源プラグをコンセント 
か6巧いてください。 

• 定期的に本装置を清掃してください(清掃は358ページで説 S 月しています）。を期的な清 
掃はさまざまな故障を未然に防ぐ巧まがあリます。 

• 巧雷等が原因で瞬圍的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• 本装置は CD 規格に準拠しない r コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 
CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• 次のを件に当てはまる場合は> 運用の前にシステム時計のお認•調整をしてください。 

一装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境を件(温度：10で〜35で • 湿度： 20%〜80%)からかれた 
を件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で植認して<ださい。また、高い時刻の精度を要求す 
るようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用ず 
ることをお勤めします。 

システム時計を調整しても時闇の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買い 
求めの目反売巧、または保守サービス会せに保守を依頼して<ださい。 


XIV 





• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正し<動作させるためじ电室温を保てる場所に保 
管ずることをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境を件(温度：- 10 T ： 〜55で、湿度： 2096〜80%)を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープカー 
トリッジ)などは、寒い場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るために 
も、 使用環境に十分になじませてか6お使いください。 

参考：冬季(室温と10度 t (上の気温差)に結露防止に有タカな時闇 

ーディスク装置：約2〜3時闇 

-メディア ：約1日 

• オプションは本装置に取り付け6れるものであること> また接続できるものであること 
を殖認してください。たとえ本装置に取り付け/接続できても正常に動作しないばかり 
か、本装置が故障することがありまず。 

• オプションは NEC の純正品をお使いになることをお勧めしまず。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブじは本装置に対応したわのわありますが，これ6の製品が原因と 
なって起きた故障や®損については保証期聞中でも有債修理となりまず。 

• オプションで取り付ける3.已インチデバイス(例えば DAT など)は、ソフトウエアの〕マン 
ドか6トレーまたはメディアをイジエクトできる場合があります。ソフトウエアからイ 
ジエクトする場合は、フ□ントべゼルが取り外されていることを植認してか6コマンド 
を実行してください。フ□ントべゼルを取りがけたままコマンドを実行するとフ□ント 
べゼルにトレーやメディアがぶつかりイジエクトできず、エラーが起きるだけでなく、 
本装置が故障する原因となります。 

■L 巧 守サービスについて 

I ヒント 1 Express サーバの保守に関してき門的な知識を持つ保守員によるを期的な訟断-保守 
サービスを用意しています。 

Express サーバをいつまでもよい状態でお使いになるためにも、 巧 守サービスさ社とを 
期保守サービスを契約されることをお勧めします。 


使用上のごま意 
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健康を損なわないためのアドバイス 




コンピュータ機器を長時間速続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがあります。コンピュー女を 
使用するときは、主に次の点に注意して身体に負担がかからないようむ掛けましょう。 

よい作業姿費で 

コンピュータを使用ずるときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にすわ 
り、キーボードを両手と床がほ t す平行(こなるような高さに置き、視髓が目の高 
さよりも节ザ>下向きに画面にミまがれているという姿勢です。『よい作業姿勢』と 
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分にも余分な力が入っていな 
い、つまり緊張している筋肉がもっともかない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に 
顔をおづけたままの状態で作業を巧うと、疲労の原因や視力ほ下の原因となる 
ことがありまず。 

ディスプレイの角度を調節ずる 

ディスプレイの多くは上下、左ちの角度調節ができるようじなっていまず。ま 
ふ’しい光が画面に巧り込むのを防いだり、表示内容を見やずくしたりするため 
じディスプレイの角度を調節ずることは、たいへん重要でず。角度調節をせず 
じ見づらい角度のまま作業を行うと『よい作業姿勢』を保てなくなりずぐに疲労 
してしまいまず。ご使巧の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してく 
ださい。 

画面の明るさ-コントラストを調節ずる 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節できる機能を持っ 
ていまず。年令や個人差、まわりの明るさなどによって、画面の最適なブライ 
トネス-コントラストは異なりまずので、状況(こ応じて画面を見节ずいように 
調節してください。画面が明るすぎたり、腊すぎたりすると目に悪影響をもた 
らします。 





キーボードの角度を調節ずる 

キーボードには、角度を変えることができるよう設計されているものもありま 
す。入力しやすいようにキーボードの角度を変えることは、肩や腕、指への負 
担を軽減ずるのにたいへん有効でず。 


機器の清掃をする 





機器をきれいに保つことは、美観の面か6だけでなく、機能节安全上の観点か6も大切です。特にディスプレ 
イの画面は、ほこりなどで汚れると、表示内容が見に<くなりますのでを期的に清掃する必要がありまず。 


疲れた6休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をずるなど、気分転換をはかることをお勧 
めします。 
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はじめに 

このたびは 、 NEC Express サーバをお買いホめいただき、まことにありがとうございます。 

Express 5800 /140 Rd -4 は、最き斤のマイク□プ□セ、ソサ r 64 -bit Intel ® Xeon ® Process 併 MP もしくは 
Dualcore Intel ® Xeon ® Processor 」 を搭載した高性能サーバでず。 

NEC の最新テクノ □ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパワー、八イス 
ピードが実現します。 

r 高信頼性」はもちろんのこと、「化張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅広くご利用い 
ただけることでしょう。 

Express サーバの持つ機能を最大限に引き化すためにわ、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、本 
装置の取りあいを十分にご理解ください。 


本書について 

本書は、 Express サーバを正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。 Express サー 
バのセッ トアップを巧うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
りあい上の安全性を含めてご利用<ださい。 

本書は常に Express サーバのそばに置いていつでも見6れるようにしてください。 

本書は、 Windows などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般的な入出力装置 
などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載されています。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の化に3種類の記号を使用しています。これ 
6の記号と意巧をご理解になり > 本装置を正し<お取り扱い<ださい。 


W-0 

本装置の取り撒いや、ソフトウ X アの操作で守らなければならない事柄皆特にを意をず 
べき点を示します D 


本装置やソフトウエアを操作ずる上で確認をしておく必要がある点を示しまず。 

■L 

IWI 

巧っておくと役に立つ情報皆、便利なことなどを示します。 


使用上のごま意/はじめに/本書について 
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本書の購入にごいて 


巨口刷された本書が必要な場合は、もよりの販売店またはお買い求めの販売店に次の型番で申 
し化んで < ださい。 

型番： UL 9020 -28 已 

また、添がの CD - R 0 M 1 こ収められているオンラインドキュメントの一部は、次のホームペー 
ジからダウン□ー ドすることができます。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 


本書の構巧にごいて 


本書は4つの編から構成されていまず。それぞれの編では次のような説 B 月が記載されていま 

す。なお、巻末には索引があります。か要に応じてご活用ください。 

H -0 「使用上のごを意 J をはじめにご覧ください 

胃ゴ本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のごミち意」をお読みくだ 
さい。 r 使用上のごを意 J では、本装置をま全に、正しくお使いになるために大切なミ主意事 
項び記載されていまず。 

第 1 編導入編 . Express サーバを導入するにあたり巧っておいていただきたい 

情報とお使いになることができるまでのセットアップの手順に 
ついて説明していまず。ここで説明する内容や手順を守って正 
しく Express サーバをお使いになるシステム環境へ導入してく 
ださい。 

第 2 編八ードウェア編 ..... Express サーバの八ードウェアに関する説明をしています。を 

部のを称やその機能、オプションの増設方法、 Express サーバ 
にふさわしし^設置場所じついて巧りたいときに参照してくださ 
い。 

第 3 編ソフトウェア編 ..... Express サーバに添付のソフトウェアじついてその機能や使用 

方法について説明しています。ここで説 B 月する内容に従って正 
しくお使いください。 

第 4 編運用-保守編 . Express サーバを運用する上で巧っておいていただきたい情報 

が記載されています。また、「故障かな？」と思ったときは、 
Express サーノ \’の故障を疑う前じ参照してください。 
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付属品の確認 

Express サーバの捆包箱の中には、 Express サーバ本体 J : 又外1こいろいろな付属品が入っていまず。添付の構 
成品表を参照してずべてがそろっていることを確認し、それぞれ点模してください。万一足りないものや 
損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。 

M-O 付属品について 

胃ゴ • 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、 Express ヴーパが故障したと 
きに必要となりまずので大切に保管してください。 

• 添イゴ品の 「 EXPRESSBUILDER 」 は、紙封筒に包装されていまず。パッケージの構成に 
つきましては、紙封筒刚こある！ " EXPRESSBUILDER 」 の構成品表をを照してくださ 
し、。また、 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM を紛失し、再購入を希望されるときは、 
販売店へご相談ください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは CD - ROM は、使用方法を誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまうおそれがありまず。使用についてご不明な点がある場合は、無理な 
操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会なにお問い合わせください。 


本書について/付属品の確認 
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第云者への譲渡について 


Express サーバまたは、 Express サーバに添付されているものを第兰者に譲渡（または売巧)するときは、次 
のを意を守って<ださい。 

• Express サーバ本体について 


本装置を第兰者に譲ミ度（または売巧)するときは、本書な6びに添付の部品や説明書、ラ 
イセンス許諾書などのドキュメントもいっしょにおミ度しください。 


W -0 けードディスクドライブ巧のデータについて 

譲渡ずる本装置巧に搭載されている"ードディスクドライブに保巧されている大切な 
データ(例えば顧客情報や企業の経理情報など)び第 H ちへ漏;’まずることのないように確 
実に処分してください。 


Windows や Linux などのオペレーティングシステムの「ゴミ箱を空にずる J 操作やオペ 
レーティングシステムの r フォーマツト J コマンドでは見た目は消去されたように見えま 
ずび、実際のデータは A - ドディスクドライブに書き込まれたままの:!犬態にありまず。 
亮をに消去されていないデータは、特巧なソフトウ I アにより復元され、モ期せめ用途 
にお用されるおそれびありまず。 

このよラなトラプルを回避ずるために市販のミ肖去用ソフトウ I ア(有償)またはヴービス 
(有償)を利用し、お実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データのミ肖モにつ 
いての詳細は、お買いホめの版売店または保守サービス会社にお問い合わせくだをい。 
なお、データの処分をしないまま、譲渡(または売却）し、大切なデータび漏洩された場 
合、その責任は負いかねまず。 


• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウ X アを第兰者に譲渡(売巧)ずる場合には、 W 下のを件を満たす 
か要があります。 

一添付されているすべてのちのを譲ミ度し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 
一をソフトウてアに添がされている『ソフトウてアのご使用条件 J の譲ミ度、移転に圉す 
るを件を満たすこと 

-譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インス!ルした本装置 
か6削除した後、譲ミ度すること 


消耗品について 

Express サーバの部品の中には、寿命により交換があ、要なものがありまず（オンボード RAID 用バッテリ 
(ニッケル水素バッテリ）、をな!ファン、巧蔵 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブ、マウスな 
ど)。本装置を安定して稼働させるためじ、これ6の部品を定期的に交あずることをお勧めします。交換や 
寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡<ださい。 
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本装置の廃棄について 


Express サーバおよびハードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 CD - ROM やオプションのボードなど 
の廃棄については各自治体の廃棄 ルールに 従ってください。詳しくは、各自治体へお間い合わせください。 
なお、装置添付の電源ケーブルにつきましても、他装置への転用を防ぐため、本体と一緒に廃棄してください。 


[チェック] 


• Express ヴーパの I / O ボード上にあるバッテリの廃棄(および交換）についてはお買いホ 
めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、そ 
の他書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）に保存されているデータは、第 E 者 
によって復元や再生、再利巧されないようお客様の責任において確実に処分してか5廃 
案してください。個人のプライバシーやを業の機密情報を保護ずるために十分な配慮が 
必要でず。 

本装置内蔵のパ、ソテリが巧障すると、 POST の画面上で W 下のメ、ソセージが表示されます。 
お買い求めの販売店または保守 サービス 会社に連赂してバッテリの交換を依頼してくださ 
い。 

0250 System battery is dead - Replace and run SETUP 






リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムバッテリやニッケル水素パッテリが取り付けられていま 
す。リチウムバッテリを取り外さないでください。リチウムバッテリを义におづけ 
たり、水にミ量けたりずると爆発ずるおぞれがありまず。 

また、リチウムパ、ソテリの故障で本装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分 
で分解-交換-充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社(こ連 
絡してください。 

ニッケル水素バッテリ 



オプションのディスクアレイコント□ーラにもニッケル水素バッテリが搭載されて 
います。分別廃棄が必要な攝合は、ディスクアレイコント□ーラを取り外した後、 
ボードか6バッテリを取り外してください。 

パッテリの位置じついてはディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照して 
<ださい。 


第二 I ちへの譲渡について/消耗品について/本装置の廃棄について 
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2 ノ V - ドウエア編 


各部の名称と機能 . 

装置外観 . 

装置刖面 . 

装置前面（フ□ントべゼルを取り外したが態） . 

装置前面（スイッチ- LED ). 

装置背面 . 

装置内部 . 

I / O ボード . 

プ□セッサボード . 

メモリボード . 

管理用 LAN カード . 

ランプ表示 . 

POWER/SLEEP ランプ . 

DISK アクセスランプ . 

LAN アクセスランプ . 

UID ランプ . 

STATUS ランプ . 

Attention ランプ . 

プ□セッサボードエラーランプ . 

メモリボードエラーランプ . 

I / O ボードエラーランプ . 

電源ユニットエラーランプ . 

ファンエラーランプ . 

温度異常ランプ . 

アクセスランプ . 

メモリボードのランプ . 

八ードディスクドライプのランプ （ DISK ランプ) 

LAN コネクタのランプ . 

PCI ス□ットのランプ . 

ファン FAULT ランプ . 

詰胃と職 . 

設胃 . 

ラックの設置 . 

ラックへの取り付け/ラックからの取り外し ...... 

g 続 . 

シリアルポートへの接続について . 

電源コードの接続じついて . 

無停電電源装置 ( UPS ) への接続について . 

基本的な操作 . 

フ□ントベゼルの取り付け/取り外し . 

電源の ON . 

POST のチェック . 

POST の流れ . 

POST 中のエラー . 

電源の OFF . 

省電カモードの起動 . 

フ□ッピーディスクドライブ（オプション） . 

フ日ッピーディスクのセット/取り出し . 

フ□、ソピーディスクの取り扱い . 

CD - ROM ドラィブ . 

CD - ROM のセット/取 U 化し . 

取り化せなくなつたときの方法 . 

CD - ROM の取り撒いじついて . 


2 22345678990001113345678890123 
8 88888888889999999999999990000 


4 


4 4 6 8 0 11 
0 0 0 12 2 2 


の 


23448990012234 
22222334444444 
^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— 
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ファームウェアアップデート 

トラブルシューティング . 

エラーメッセージ . 

リセ、ソトとクリア . 

リセット . 

強制シャットダウン . 

CMOS ■ パスワードのクリア . 

割り込みラインと I / O ポートアドレス . 


3ソフトウェア編 


添付の CD - ROM じついて . 

EXPRESSBUILDER . 

起動メニューについて . 

EXPRESSBUILDER トップ メ ニュー . 

起動 . 

シームレスセットアップ . 

ツールメニュー . 

コンソールレスメニュー . 

起動方ま . 

トップメニュー . 

マスターコント□—ルメニュー . 

ExpressPicn に . 

セットアップパラメータ FD の作成 . 

追力□アプリケーションのインス I -ール . 

大容量記憶装置ドライパのインストール . 

稼動機からの情報採取 . 

大里イノストール . 

本装置用パンドルソフトウェア . 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版） . 

インストール前の準備 . 

インストール . 

インストール後の磕認 . 

Power Console Plus (サーノリ . 

カスタムインス I ルモデルでのセットアップ . 

シームレスセットアップを使ったセットアップ . 

手動インストール（新規インストール） . 

エクスプレス通報サービス . 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ . 

手動インストール（新規インストール） . 

テープ監視ツール . 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ . 

手動インストール（新規インストール） . 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1. 

インストール済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

新規インストール . 

PowerChute plus Ver .5.1 1」/5.2」 . 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ . 

新規インストール . 

BMC Online Update . 

動作環境 . 


15 5 5 5 5 6 
9 9 9 0 0 0 0 
2 2 2 3 3 3 3 


8 

3 


3 

引 


35566990 
3 3 3 3 3 3 3 


〇 1 2 25678 9 990011124457770023345LO 
22 2 22222 2 2233333333333344444444 
33 3 33333 3 3333333333333333333333 
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インストール . 

起動方法 . 

アンインストール . 

エラー表示一寶 . 

管理 PC 用バンドルソフトウエア . 

ESMPRO/ServerManager . 

Dianabcope . 

Power Console Plus (管理 PC ). 

Power Console Plus 懼理 PC ) をインストールずる前じ 

Power Console Plus 膺理 PC ) のインストール手順 . 

Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 . 


4運用•保守編 


0常の保3 . 

アラート の確言君 . 

ステークスランプの確認 . 

バック7、ソプ . 

ク U - ニング . 

本装置のクリーニング . 

キーボード/マウスのクリーニング . 

CD - ROM のクリーニング . 

テープドライブのクリーニング . 

システム診断 . 

システム診断の内容 . 

システム診断の起動と終了 . 

體時蜘処 . 

障害箇所の切り分け . 

エラーメッセージ . 

POST 中のエラーメッセージ . 

ランプじよるエラーメッセージ . 

仮想 LCD 上のエラーメ、ソセージ . 

Windows Server 2003 /Windows 2000のエラーメ ッセージ . 

サーバ管理アプリケーションか6のエラーメッセージ . 

トラブルシューティング . 

本装置について . 

Windows Server 2003 x 64 Editions じついて . 

Windows Server 2003 /Windows 2000(こついて . 

EXPRESS 巨 UlLDERt こつし''て . 

シームレスセットアップじついて . 

マスターコント□-ルメニューについて . 

ExpressPicn にについて . 

ディスクアレイじついて . 

ESMPR 0 について . 

障害情報の採取 . 

イベント□グの探取 . 

構成情報の採取 . 

ワトソン博±の診断情報の探取 . 

メモリダンプの採取 . 

IPMI 情報のバックアップ . 

システムの修復 . 

修復手順 一 Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003 — 
修復手順 一 Windows 2000- 


6 7 9 1 
4 4 4 5 
3 3 3 3 


2 2 2 3 3 4 4 
5 5 5 5 5 5 5 

3 3 3 3 3 3 3 
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-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM じは次のオンラインドキュメントが収め6れています。必要 
に応じて参照してください。 

• ユーザーズガイド(本書） 

• Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 
Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイド* 

• Microsoft Windows Server S 003 Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server S 003 
Enterprise x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド 

• Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレー 
シ ョンサプリメントガイド* 

• ESMPRO / ServerAgenUWindows 版）インストレーシヨンガイド 

• ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド 
• エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド 

• Power Console Plus ユーザーズ ガイド 
• テープ監視ツールセットアップガイド 

• DianaScope オンラインドキュメント 
• 19インチラックユーザーズガイド 

• Express Server Management Guide 

• 保守用パーティションを作成しないでインス I -ールずるなど、特殊なケースのときじ参照してく 
ださい。通常はシームレスセツトアップじてインストールされることをお勃めしまず。 
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